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米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
流
出
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
、
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
の
北
側
滑
走
路
そ
ば
の
駐
機
場
周
辺
で
、
約
二
万
リ
ッ
ト
ル
に
上
る
大

量
の
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
が
流
出
す
る
事
故
が
発
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
米
軍
は
、
外
務
省
や
那
覇
防
衛
施
設
局
へ
の
迅
速
な
事
故

通
報
を
怠
り
、
結
果
と
し
て
、
嘉
手
納
飛
行
場
周
辺
自
治
体
へ
の
説
明
が
な
さ
れ
た
の
は
同
年
六
月
一
日
だ
と
い
う
。
こ
の
よ

う
に
米
軍
は
、
基
地
周
辺
住
民
を
軽
視
し
、
事
故
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
を
無
視
し
、
悪
意
を
持
っ
て
事
故
を
隠
蔽
せ
ん
と

図
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

か
つ
て
、
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
で
は
、
流
出
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
が
地
下
水
を
汚
染
し
�
燃
え
る
井
戸
�
と
し
て
住
民
に
多

大
な
不
安
を
与
え
た
。
嘉
手
納
飛
行
場
の
地
下
は
�
嘉
手
納
井
戸
群
�
と
称
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
取
水
さ
れ
る
地
下
水
は
、
沖
縄

県
民
の
貴
重
な
水
資
源
に
な
っ
て
い
る
。

米
軍
再
編
に
よ
っ
て
、
嘉
手
納
飛
行
場
の
機
能
が
強
化
さ
れ
る
中
で
の
今
回
の
事
故
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
れ
、
断
じ
て

許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
平
成
十
九
年
五
月
二
十
五
日
、
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
で
発
生
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
流
出
事
故
に
つ
い
て
、
米
軍
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の
い
か
な
る
機
関
か
ら
、
政
府
の
ど
の
機
関
に
対
し
て
事
故
の
通
報
を
受
け
た
の
か
。
米
軍
か
ら
受
け
た
事
故
発
生
の
日

時
、
並
び
に
事
故
原
因
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
具
体
的
な
事
故
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

二

流
出
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
量
、
回
収
し
た
量
、
排
水
溝
へ
の
流
出
の
有
無
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
事
故
に
対
す
る
政

府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

米
軍
か
ら
の
通
報
を
受
け
て
、
政
府
は
、
沖
縄
県
並
び
に
「
嘉
手
納
飛
行
場
に
関
す
る
三
市
町
連
絡
協
議
会
」
へ
の
連

絡
、
通
報
を
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
の
地
下
は
〝
嘉
手
納
井
戸
群
〞
と
し
て
、
沖
縄
県
民
の
貴
重
な
水
資
源
で
あ
り
、
地
下
水
の
取
水
場

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
内
に
お
い
て
、
取
水
し
て
い
る
井
戸
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。
ま
た
、
一
時
間

あ
た
り
何
ト
ン
の
地
下
水
が
取
水
さ
れ
て
い
る
の
か
。
具
体
的
な
数
値
を
示
さ
れ
た
い
。

五

今
回
の
事
故
に
よ
っ
て
、
土
壌
汚
染
や
水
資
源
の
汚
染
が
危
惧
さ
れ
る
が
、
環
境
へ
の
汚
染
対
策
に
つ
い
て
、
政
府
は
ど

の
よ
う
な
対
応
を
講
じ
る
の
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


